
言 語 学 研 究
Linguistic Research

第5号

1986



目 次

On the Pronominal Suffixes in  Proto-Colloquial-Arabic

Tetsuo NISHIO (西尾 哲夫)           1

On the Interaction of Morphology and Syntax of the Agglutinative Languages

—A Contrastive Study of Japanese , Korean, and Turkish—

Hideki TSUKAMOTO (塚 本 秀樹)       25

朝鮮 語 にお ける名詞転成 語尾`gi'の 出現 と発達 につ いて

勝木 初美                   41

幼児言語 にお ける〈 ヒ ト〉 と〈モ ノ〉 ～ 表現 され た名詞 にお ける比較 一

小村 晶子                     67

命題指定の 「の」の用法 と機能 一 諸説の検討 一

田野村忠温                    85

愛媛県新居浜市 にお けるア クセ ン トの境界 にっ いて

中井幸比古                    121



r言語学研究』第5号 正誤裹

(西尾論文〉

p.23 1.7 disseration → dissertation

p.23 1.27 suffixes → Suff喆es

p.24 1.29 Morgenl舅dische → Morgen跏dische趨

(勝木論文)

59頁2～3行 十世紀 → 十難世紀

(小村論文)

82頁33行 1.11 → 1 .11

83頁 ig行 柴 谷 方 良(1976) → 柴 谷 方 良(1978>

(田野村論文〉

ios頁 2行 話 し手 や 聞 き手 に よ っ て → 話 し手 や 聞 き手 に 幾 って

112頁 鶉3行 泳 い で い る と 一, 泳 いで ゐ る と

116頁22行 「～ の だ 」 → :P～ の だ 議

117頁23行 「日本語文法 → ':P日本 語 文 法

118頁 7行 通時的者察 → 通時的霧察

(中井論文〉

123頁17行 ①と②のアの比較 → ① と ② の ア の 比xi(6'

互24頁 7行 う に食 わ れん 」 → :篠獲 う に食 わ れ ん 」

125頁 莠2行 話 者3i～33は 0型 → 話 者31～33は 翫0型

128頁3'lu行 移行した りす こと → 移 行 し た りす 惹 こと
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